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人囗と面積( 63. 9. 1)
世 帯236, 342
人 口64O, 664 人
男325, 161 人女315, 503 人

面 積53. 25km2
人囗密度12, 031 人/ ㎞2
〈月2 回( 5 日 、20日) 発行〉

動
き
だ
し
た

ま
ち
づく
り
の
ニュ
ー
フ
ェ
イ
ス

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
の
手
で
I

。
そ
ん
な
区
民

の
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
助
を
資
金
面
で
援
助
す
る
「
あ
だ

ち
ま
ち
づ
く
り
ト
ラ
ス
ト

」の
助
成
第
1
号
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
年
4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
全
国
で
初
め
て

、
輻
広
く
ま
ち
づ

く
り
を
取
入
れ
た
公
益
信
託
制
度
で
す
。
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

に
貫
献
す
る
も
の
と
し
て
着
実
に
歩
み
始
め
ま
し
た
。

特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り

3
団
体
に
助
成
決
定

朷
の
助
成
対
象
と
な
っ
た
の

は
、『
千
住
の
街
並
み
景
観
を
考
え

る
会
』
(会
長
・
岡
田
進
氏
)
、「
本

木
二
丁
目
地
区
住
環
境
整
傭
協
議

会
」(代
表
・
鳥
田
浩
氏
)
、「
ま
ち

づ
く
り
推
進
連
絡
会

」(会
長
・
栗

原
茂
氏
)
の
3
団
体
。9
月
に
行

わ
れ
た
「
ト
ラ
ス
ト
運
営
委
員
会
」

で
、
決
定
さ
れ
ま
し
た

。

「
千
庄
の
街
並
み
景
観
を
考
え

る
会
」
は

、
千
住
三
・
四
・
五
丁

目
町
会
と
地
元
の
商
店
街
(

サ
ン

ロ
ー
ド
商
店
街
)

の
皆
さ
ん
が
、

千
住
宿
の
歴
史
と
面
影
を
残
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
会
を

発
足
さ
せ
ま
し
た
‥
そ
の
活
勳
の

一
つ
と
し
て

、
か
つ
て
の
宿
場
町

千
庄
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
電

話
ポ
ッ
ク
ス
や
和
風
の
掲
示
板
を

公
園
内
に
設
置
し
よ
う
と
計
図
さ

れ
た
も
の
で
す

。

本
木
二
丁
目
地
区
で
は

、昨
年
、

地
区
住
環
塊
総
合
整
鱒
事
業
の
モ

デ
ル
地
区
と
し
て
指
定
し
た
と
こ

ろ
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な

つ
て
、
ま
ち
な
み
整
偉
(
道
路
の

カ
ラ
ー
飼
装
や
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

の
設
置
)
を
行
い
ま
し
た
。こ
の

塵
蠏
さ
れ
た
遭
路
を
さ
ら
に
魅
力

あ
る
も
の
に
し
よ
う
と
、彫
刻
の

設
置
が
計
圃
さ
れ
ま
し
た

。

「
ま
ち
づ
く
り
推
進
連
絡
会

」

は
、
昭
和
5
8年
1
0月
に
ま
ち
づ
く

り
推
進
委
員
と
ま
ち
づ
く
り
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
皆
さ
ん
で
組
繖
さ
れ

ま
し
た
。
地
域
へ
の
ま
ち
づ
く
り

の
助
靂
、
指
導
活
勳
を
行
つ
て
い

ま
す
が
回

月
に
閲
催
さ
れ
る
「
ま

ち
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

」
の

企
画
・
事
業
活
勳
に
対
し
て
助
成

す
る
も
の
で
す

。

こ

。の
よ
う
な
自
主
的
な
ま
ち
づ

く
り
活
勳
に
対
し
て
、「
あ
だ
ち
ま

ち
づ
く
り
ト
ラ
ス
ト
」
は
、
新
し

い
ス
タ
イ
ル
の
ま
ち
づ
く
り
を
可

能
に
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
唆
も
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
意
識
の
高
ま
り
の
中
で

、

い
き
い
き
と
し
た
ま
ち
が
造
ら
れ

て
い
く
こ
と
を
願
つ
て
い
ま
す

。

区
民
の
支
え
が
あ
っ
て
の
ト
ラ
ス
ト

寄
付
金
を
募
集
し
ま
す

「
あ
だ
ち
ま
ち
づ
く
り
ト
ラ
ス

ト
ほ

、黼
足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公

社
を
始
め
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

に
関
心
の
あ
る
区
民
の
皆
さ
ん
や

各
種
団
体
な
ど
か
ら
の
寄
付
で
成

り
立
つ
て
い
ま
す
。

そ
の
目
的
は
。
ま
ち
づ
く
り
の

謫
査
研
究
、
都
市
景
観
の
塵
蠏
な

ど
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

個
人
や
団
体
に
対
し
て
活
勳
費
な

ど
を
助
成
し
て
い
く
も
の
で
す
。

昭
和
6
3年
8
月
末
現
在
、
個
人
2

名
、
区
圃
整
理
組
合
な
ど
5
団

体
か
ら
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
今

後
も
、
ト
ラ
ス
ト
の
亊
業
拡
充
の

た
め
に
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

ご
恊
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
魴
足
立
区
ま
ち

づ
く
り
公
社
s
8
7
0
3
6
1
1
ヘ
。 ト

ラ
ス
ト

信
用
、
委
託
、
信
託

財
産
の
意
味
。
わ
が
国
で
は
、

知
床
の
自
然
を
守
る
た
め
に
、

市
民
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
募

金
活
勳
を
行
つ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ト
ラ
ス
ト
が
有
名
で
す
。

剛
足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社

区

民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
ま
ち

づ
く
り
活
勳
を
5
援
す
る
と
と

も
に
、
区
の
施
設
を
効
率
的
に

保
全
す
る
た
め
に
今
年
4
月
に

設
立
し
ま
し
た
。

地域のイメージを表現、
電話ボックスも新しく…

( 千住四丁目)

大 切 に 育 て た い
まちづくりの息吹

公益信託

あだ ちまち づ
く り卜

ラ ス卜

きれいになった道路に彫刻を設置します
(本木二丁目)

あだちまちづくりトラストの流れ

毆 竃 髻
( 鉗) sn 筑 家ち づくり 公社

ま ち つくり をl i う

倣人 又1ま暑 休

ご利用ください
住宅修繕資金等
融資あっせん制度

現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
の
修
繼

や
、
1
0平
方
尨
以
下
の
増
築
ま
た

は
宅
地
の
整
備
を
す
る
場
合
、
貴

金
に
お
困
り
の
方
に
、
金
融
機
関

へ
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
行
つ
て
い

ま
す
。

融
資
あ
っ
せ
ん
額
2
0
万
円
～
鵬

万
円
(
増
築
を
含
む
場
合
は
S
　

万
円
ま
で
)

利
率

年
6
%
(
た
だ
し
、区
が

3
%
の
刹
子
補
給
を
行
い
ま
す

の
で
、
利
用
者
負
徂
分
は
3
%

に
な
り
ま
す
)

申
込
方
法

申
込
s
に
必
要
番
類

を
添
え
て
、エ
事
を
行
う
1
ヵ

月
前
ま
で
に
申
し
込
ん
で
ぐ
だ

さ
い
(
エ
事
着
工
後
の
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
)

※
申
込
の
し
お
り
と
申
込
書
は
、

ま
ち
づ
く
り
縢
、
各
区
民
事
筋
所

に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
ま

ち
づ
く
り
課
亊
業
第
一
係

a
唹
1
1
1
1
㈹

郷 土博 物 館 企画展 あ
だ
ち
の
歴
史
散
歩
展

江戸・明治
旧千住宿をめぐって

秋
の
企
画
展
で
は
、
足
立
区

の
史
跡
・
旧
跡
を
擽
訪
す
る
第
1

回
「
あ
だ
ち
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

を
閲
催
し
ま
す

。

こ
れ
は
、
歴
更
と
文
化
の
散

歩
遭
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
か
ら
旧

千
住
宿
帛
郡
と
北
部
の
2
コ
'
-

ス
を
取
り
上
げ
、
写
真
を
中
心

に
、
足
立
区
の
文
化
財
、匣
史
的

建
造
物
を
紹
介
し
ま
す
。
あ
だ

ち
に
ゅ
か
り
の
絵
画
、番
跡
、
錫

瞼
、
絵
図
な
ど
江
戸
・
明
治
の
あ

だ
ち
を
良
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

会
期
1
0

月
1
日
～

昭
和
6
4年

1
月
1
6日
、
午
前
9
時
～

午

後
5

時
(
入
館
は
4

時
3
0分

ま
で
)

※
1
1月
3
日
(
文
化
の
日
)
は
無

料
公
閲
日
で
す
。

記
念
講
演
会

曰
時
H

月
3
日
(
文
化
の
日
)
　

午
後
1
時
3
0分
か
ら

場
所

郷
土
博
物
館
講
堂

内
容
・
講
師

「
江
戸
近
郊
の

町
並
、
千
住
宿
の
町
並
を
中

心
と
し
て
寸
・・
波
多
野
純
氏

(
吁
冰
工
業
大
学
助
教
授
)

定
員
・
費
用
1
0
0
人
、
無
料

申
込
方
法

当
日
直
接
会
場
へ

※
当
日
、
館
内
に
お
い
て
足
立

区
教
膏
委
員
会
発
行
『
史
鮗
と

文
化
』
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先

郷
土
溥
物
館

豐
叨
9
3
9
3

橋戸稲荷神社本殿の伊豆の長八鏝絵

足立区功労者
1
8
4

人決定

昭
和
6
3年
度
足
立
区
功
労
者

は
、
自
冶
功
労
、
社
会
福
祉
功

労
な
ど
1
4分
野
で
、
区
の
た
め

に
永
年
尽
力
し
功
労
の
あ
っ
た

川
人
の
方
々
が
決
定
し
ま
し

た
。
(

敬
称
略
)
　

【
自
治
功
労
】

増
田
柵
一
、

石
獵
勝
男
、
石
鍋
正
義
、
岩
田

侑
、
内
海
辰
雄
、
内
田
昌
宏
、

溽
野
幸
之
助
、
榎

本
瞬
夫
余

陬
幸

雄
、
大
島
文
夫
、小

金
井
勘
三
郎
、佐

藤
元
、
齋
藤
守
、坂

本
朝
男
、
高
槇
孝

男
、
寺
嶋
高
義
、戸
崎
紀
夫
、那

源
正
義
、中
村
敏
夫
、
構
本
友

彦
、
S
塲
洸
、平
尾
武
、平
木
武

重
、
松
本
敏
郎
、
水
越
一
男
、
安

田
勝
見
、
横
井
淺
雄

【
社
会
福
祉
功
労
】

苛
木

栄
吾
、
淺
野
み
つ
、
阿
出
川
君

子
、
井
川
久
仁
惠
、
伊
藤
曹
久
、

伊
藤
良
子
、
石
崎
普
一
、
石
渡

義
信
、
岩
崎
幸
子
、
宇
佐
賃
宏
、

宇
田
川
功
、
江
川
秋
子
、
小
龠

瘴
子
、
大
石
も
り
子
、
大
城
善

雄
、
太
田
捷
一
、
大
槻
郁
夫
、

神
崎
金
三
、
菊
池
千
代
吉
、
北

川
晃
也
、
木
下
一
郎
、
黒
瀬
廣

茂
、
小
宮
友
一
、
小
宮
淑
子
、

佐
藤
信
子
、
灣
水
圜
枝
、
鈴
木

金
吉
、
鈴
木
樊
佐
子
、
瀬
田
福

子
、
田
中
勝
次
、
田
村
賢
藏
、

高
田
愛
子
、
瀧
澤
ふ
み
子
、
武

智
英
一
、
谷
囗
筴
子
、
鳥
海
長

作
、
中
澤
昭
夫
、
中
田
惣
太
郎
、

長
谷
川
雅
男
、
星
野
マ
サ
子
、

前
田
キ
ミ
、
松
下
眞
次
、
松
本

朷
子
、
山
崎
仙
太
郎
、
山
崎
千

代
子
、
山
崎
照
江
、
吉
岡
金
太

郎
、
吉
岡
灣
次
郎
、
吉
田
時
宜
、

和
智
ヒ
サ

【
社
会
生
活
功
労
一

大
原

文
次
郎
、
落
台
條
二
、
灣
水
ト

ヨ
、
鈴
木
J
さ
、
遭
囗
昭
、
野

中
廣
司
、
寶
谷
茂
、
矢
崎
昌
訓
、

吉
田
利
男

【
公
衆
衛
生
功
労
】
'
荒
木

智
惠
子
、
石
川
辰
次
、
緒
方
誠

之
、
小
野
喜
市
、
大
井
手
れ
い

子
、
岡
田
溥
允
、
糟
谷
圭
子
、

岸
喜
代
次
、
久
保
田
且
志
、
櫟

田
武
夫
、
鈴
木
満
、
高
野
定
雇
、

奈
良
シ
ゲ
、
内
木
途
也
、
本
嶋

良
雄
、
柳
澤
頼
雄
、
山
下
健
二

【
学
校
教
育
功
労
】

神
谷

茂
、
北
村
富
佐
江
、
佐
藤
肝
也
、

鈴
木
X
一
、
長
谷
川
壽
男
、
葉

本
茂
一
、
矢
作
俊
雄

【
社
会
教
育
功
労
】
尾
方
秀

基
、
栗
原
夕
ヶ
子
、
田
口
三
五

郎
、
田
中
彰
、
平
山
義
郎

【
産
業
功
労
】

石
毛
正
毅
、

媼
木
勝
雄
、
小
川
隆
、
丹
下
秋

一
、
仲
野
忠
、
永
島
孝
一
、
県

田
誠
二
、
水
上
正
一
、
山
根
兵

一
、
度
邊
貞
夫

【
建
設
功
労
】
天
野
a
藏
、

岡
村
俊
司
、
北
鴫
善
市
、
寺
島

四
一
、
寺
s
隆
膺
、
潼
中
曹
輔
、

里
野
昭
二
、
増
田
二
郎
、
矢
澤

重
珮
、
山
崎
市
三

【
統
計
功
労
】

豊
田
忠
夫

【
納
税
功
労
】

小
林
敏
雄
、

田
中
欣
治

【
文
化
功
労
】

池
谷
彰
夫
、

石
渡
幸
次
郎
、
板
寺
灣
、
奥
谷

朝

气

板
本
賢
之
、
志
村
英
三
・

郎
、
松
本
万
代
、
矢
作
林
藏

【
体
育
功
労
】

泉
原
隆
男
、

市
川
信
治
、
小
川
溥
、近
蟇
千
畊

子
、
鈴
木
喜
久
江
、
渡
逢
貞
治

【
徳
行
者
一

苛
木
源
七
、

足
立
信
用
金
廉
、
榎
本
栗
吉
、

遠
藤
亥
三
郎
、
大
谷
巖
、
㈱
北

村
園
、
品
川
は
る
、
篠
田
ま
さ
、

宗
教
法
人
恵
明
寺
、
眞
剏
徳
太

郎
、
杉
山
博
'
*

城
ダ
ン
ス
ス

ク
ー
ル
、
田
島
文
子
、
竹
勇
会
、

東
京
足
立
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

プ
、東
京
地
域
婦
人
団
体
連
盟
、

東
亰
西
新
井
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
野
口
節
、
渕
江
少
年
少
女

合
囁
団
、
戊
振
会
、
松
岡
英
古
、

宮
本
一
男
、
立
正
佼
成
会
足
立

敬
会【

人
龠
敦
助
一
神
谷
縟
郎
、

黒
川
保
隆
、
蝶
崎
節
夫
、
高
倉

充
、
谷
喜
夫
、
平
野
晃
市
、
古

姓
光
哉
、
松
井
典
長
、
山
根
健
三
　
　
　

A
本
庁
舍
・
総
務
課
V
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区
立
小
・
中
学
校
の

通
学
区
域
が
変
わ
り

ま
す

区
立
小
中
学
校
適
正
規
模
及
び

適
正
配
置
審
議
会
か
ら
の
提
言
な

ど
に
基
づ
く
通
学
区
巷
の
一
郡
変

更
に
つ
い
て
、
地
域
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ん
や
学
校
閲
佩
者
と
の
話

し
合
い
を
進
め
た
結
果
、
右
下
表

の
と
お
り
、
通
学
区
毓
を
変
更
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

教
育
委
貝
会
で
は
、
今
悛
も
地

域
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
な
が

ら
、
通
学
区
域
の
変
更
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。。

実
施
月
曰

昭
和
6
4年
4
月
1
日

か
ら

※
釿
1
年
生
か
ら
実
施
し
、
在
学

生
は
、
そ
の
ま
ま
で
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
学
区
域
調

整
主
査

酋
唹
1
1
1
1
㈹

変更する通学区域・学校

戦
没
者
の
妻
・
父
母
等
に

対
す
る
特
別
給
付
金

遺
族
年
金
・
公
筋
扶
助
料
等
を

受
け
て
い
る
戟
没
者
の
妻
・
父
母

等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
が
継
続

し
て
受
け
ら
れ
ま
す

。
早
目
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

。

・

戦
没
者
の
妻

昭
和
5
6年
発
行
、
第
8
回
特
別

給
付
金
「
ろ
号
」(
5
万
円
ま
た
は

2
万
5
千
円
)
お
よ
ぴ
、
昭
和
6
1

年
発
行
、第
1
1回
特
別
給
付
金
「
ろ

号
」(
2
万
円
ま
た
は
1
万
円
)
の

受
紿
権
を
取
得
し
た
峨
傷
訶
者
等

の
妻
で
、
当
該
軟
傷
病
者
が
昭
和
5
8

年
3
月
3
1日
ま
で
に

、
公
務
傷

軻
等
に
よ
り
死
亡
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
昭
和
6
3
年
1
0月
1
日
に
お

い
て
遺
族
年
金
・
公
務
扶
助
料
等

の
受
給
権
を
有
し
て
い
る
方
。

請
求
期
限

昭
和
6
6
年
9
月
3
0日

・
戦
没
者
の
父
毋
等

次
に
挙
げ
る
日
現
在
、
遺
族
年

金
・
公
務
扶
助
料
等
の
受
給
権
の

あ
る
軟
没
者
の
父
毋
等
で

、
同
日

ま
で
に
氏
を
同
じ
く
す
る
自
然
血

族
の
子
ま
た
は
孫
を
も
つ
に
至
ら

な
か
っ
た
方
で
次
に
該
当
す
る

方

。
▽
昭
和
6
3
年
1
0月
1
日
現
在

①
昭
和
5
8
年
発
行
、
第
3
回
特

別
紿
付
金
「
わ
号
」(
1
0万
円
)
の

受
紿
権
を
取
辱
し
た
方

②
昭
和
5
8
年
発
行
、
第
5
回
特

別
給
付
金
「
ぬ
号
」(
3
0万
円
)
の

受
紿
権
を
取
寿
し
た
方

③
昭
和
5
8
年
発
行
、
第
7
回
特

別
給
付
金
「
へ
号
」(
6
0万
円
)
の

受
給
栂
を
取
得
し
た
方

請
求
期
限

昭
和
6
6年
9
月
3
0日

▽
昭
和
6
3
年
4
月
1
日
現
在

昭
和
5
8
年
発
行
、
第
9
回
特
別

給
付
金
「
い
号
J
(
8
万
円
)
の
受

紿
権
を
取
賜
し
た
方

請
求
期
限

昭
和
6
6年
5
月
2
3日

請
求
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
民

生
係

魯
唹
1
1
1
1

㈹

住
宅
統
計
調
査

調
査
票
回
収

に
ご
協
力
を

住
宅
統
計
調
査
を
お
願
い
し
た

お
宅
で
は
、
訓
査
票
の
記
入
は
お

済
み
で
し
ょ
う
か
。

1
0月
1
日
か
ら
調
査
票
の
回
収

に
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
遭
府

県
の
住
宅
建
設
5
ヵ
年
計
画
・
都

市
計
画
・
環
詭
整
臠
計
回
な
ど
の

賣
料
と
し
て
使
用
し
、
そ
の
他
の

目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

ご
協
力
を
お
顏
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
統

計
係

酋
瞋
5
0
3
3

ご協力ください

足立区婦人の職業に
関する意識実態調査

区
で
は
、1
0月
1
5日
ま
で
に
婦

人
の
職
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
奥
施
し
ま
す
。

こ
の
胸
査
は
、区
の
婦
人
行
歉

推
進
の
た
め
に
必
要
な
基
礎
資
料

を
樽
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
中
か
ら
2
0歳

以
上
6
5歳
禾
満
の
女
性
3
千
人

を
、
無
作
為
抽
出
に
よ
り
選
び
、

飼
査
書
を
発
送
し
ま
す
。
。

謁
査
書
の
届
い
た
方
に
は
、
大

変
ご
迷
悪
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
個
人
の
ご
意
見
は
公
表

せ
ず
。集
計
結
果
の
み
活
用
し
ま

す
。

問
合
せ
先
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
　

昔
8
8
0
5
う
ム
9
1
9
`

行政相談を
ご利用ください

総
務
庁
で
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
行
政
相
鮫
制
度
を
よ
り
い

っ
そ
う
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
毎
年
1
0月
に
「
行
政
相
飯

週
間
」を
設
け
、
各
種
の
行
亊

を
行
つ
て
い
ま
す
。

区
で
も
、行
政
相
談
委
員
が
、

各
省
庁
、公
社
、公
団
を
は
じ
め

役
所
の
仕
事
に
関
す
る
苦
憤
、

要
望
な
ど
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
行
政
特
設
相
鮫
を
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
守
り
ま
す

。

曰
時
・
場
所
▽
1
0
月
1
9
　

・
2
0
日
、
西
釿
井
区
民
　

ホ
ー
ル
(
ニ
チ
イ
4
階
)
　

▽
1
0
月
2
1
日
、
本
庁
舎
　

・
区
民
相
談
室
'

い
ず
れ
も
午
後
1
時
～

4
時
ご

な
お
、
行
政
相
談
は
、

次
の
と
お
り
常
設
し
て
い

ま
す
。

日
時
・
場
所

毎
月
第
3
　

金
耀
日
、
午
唆
1
時
～

4
時
、
本
庁
舎
・
区
民

相
麟
室

ま
た
行
政
相
談
委
員
は
手

紙
、
電
話
、
面
接
で
も
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
本
庁
舎
・
相
鮫
係
　
`

茴一
1
1
1
1
㈹

行政相談委員名簿

競争入札参加願
い(物品)の受付

昭
和
6
4、
6
5年
度
に
区
の

物
品
賈
入
れ
な
ど
の
指
名
輓

争
入
札
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る

方
は
次
の
と
お

り
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間
1
0
　

月
s
日～
1
1
　

月
1
1‥日
(

土

・
日
曙
日
・

祝
日

を

除

く
)

受
忖
時
聞
午
前
9
時
3
0
分
　～

午
後
4
時
(
正
午
～
午

浚
1
時
を
除
く
)

受
付
場
所

本
庁
舎
3
階
会

議
室

用
紙

東
亰
都

財
務
局
所
定

用
紙

用
紙
販
売
所
　

東
京
都
弘
済

会
(
都
庁
西

1
号
館
地
下

1
階
)

問
合
せ
先

本

庁
舎
・
契
約

第
二
係
豐
8
8
2
1
1
1
1

㈹

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
部
落
差
別
(
2
)

徳
川
幕
府
が
、
靦
治
の
基
盤

と
し
た
の
が
「
士
・
農
土
・
商
」

と
い
わ
れ
る
身
分
制
度
で
す
。

徳
川
幕
府
は
、
こ
の
身
分
制

度
を
い
っ
そ
う
強
固
に
す
る
た

め
、
士
・
農
・
エ
・
商
の
下
に

「
え
た
・
ひ
に
ん
」
(
注
)
と
い

う
。
さ
ら
に
低
い
身
分
を
つ
く

り
。
こ
れ
ら
の
人
び
と
の
居
住

地
を
制
限
し
、
住
居
の
移
転
を

菓
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は

っ
き
り
と
他
と
の
区
別
を
つ
け

て
、
差
別
を
徹
底
し
よ
う
と
し

ま
し
た
。

こ
れ
が
、
部
落
差
別
の
は
じ

ま
り
で
す
。

江
戸
時
代
も
中
ご
ろ
に
な
る

と
、
封
建
支
配
の
ゆ
き
づ
ま
り

が
大
き
く
な
り
、
身
分
制
度
が

く
ず
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
、

く
ず
れ
か
け
た
身
分
制
度
を
守

る
決
め
手
と
し
て
、「
え
た
・
ひ

に
ん
」
に
対
す
る
差
別
の
強
化

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
農
・
エ
・
商
の
不

渦
を
や
わ
ら
げ
、「
上
み
て
暮
ら

す
な
、
下
み
て
暮
ら
せ
」
と
い

う
た
と
え
の
よ
う
に
、
決
め
ら

れ
た
身
分
に
従
い
、
そ
れ
に
甘

ん
じ
る
体
制
を
定
着
さ
せ
る
た

め
で
し
た
。

こ
う
し
た
経
過
を
た
ど
っ
て

形
成
さ
れ
た
身
分
制
度
と
差
別

が
今
日
で
い
う
同
和
間
題
の
も

と
を
つ
く
り
だ
し
た
の
で
す
。

同
和
地
区
の
人
び
と
は
、
長

い
歴
史
を
通
じ
て
、
政
治
的
、

経
済
的
、
社
会
的
な
圧
迫
を
受

け
つ
づ
け
て
き
た
の
で
す
。

(
注
)
文
中
に
「
え
た
・
ひ
に

ん
を

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
。
江
戸
時
代
の
身
分
制

度
の
説
明
の
た
め
使
わ
れ
た
も

の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
言
葉
や
表
現
は
、
一
般

的
な
日
常
会
話
や
文
章
に
使
わ

れ
ま
す
と
、
そ
れ
が
意
識
し
て

い
な
く
て
も
、
人
を
侮
辱
し
、

人
の
心
を
傷
つ
け
。
身
分
に
よ

る
差
別
。
人
権
侵
害
と
い
う
問

題
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

意
味
を
十
分
ご
理
解
の
う
え
、

お
読
み
く
だ
さ
い
。

○
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
本
庁
舎
・
同
和

対
策
担
当
へ
。

く

ら

し
の

情

報

年

金

ご
存
じ
で
す
か

保
険
料
免
除
制
度

年
金
保
険
料
を
納
め
な
い
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
、
年

金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
経
済
的
な
事
情

な
ど
で
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

方
に
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
方
法

国
民
年
金
課

(
中
央
本
町
庁
舎
)
ま
た
は
、

お
近
く
の
区
民
亊
務
所
へ
印

か
ん
、
国
民
年
金
手
傾
を
持

穆
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
係

魯
瞋
5
1
6
1

国
民
年
金
相
談

国
民
年
金
お
よ
び
社
会
保
険

制
度
に
つ
い
て
相
談
を
行
い
ま

す
。
当
日
は
、
足
立
社
会
保
険

事
務
所
か
ら
専
門
官
も
参
加

し
、
質
問
・
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

・

国
民
年
金
出
彊
相
談

皆
さ
ん
の
中
に
、
次
の
よ
う

な
お
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
い

ま
せ
ん
か
。

▽
せ
っ
か
く
保
険
料
を
納
め
て

い
た
の
に
、
途
中
か
ら
事
情

が
あ
っ
て
納
め
ら
れ
な
い

▽
未
納
期
間
が
長
く
な
り
、
も

う
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
の

で
は
な
い
か

▽
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る

の
が
む
ず
か
し
い

こ
の
よ
う
な
方
の
た
め
に
、

月
I
回
、
1
ヵ
所
の
区
民
事
筋

所
を
選
ぴ
、
出
張
年
金
相
談
を
'

実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
日
・
時
関
な
ど
は
、
町

会
・
自
治
会
を
通
じ
て
回
覧
に

よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
佩

昔
朧
5
1
6
1

・

社
会
保
腆
街
頭
相
談

今
月
は
「
国
民
年
金
制
度
推

進
月
間
」
で
す
。
社
会
保
険
制

度
全
般
に
つ
い
て
、
街
頭
相
談

を
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所

▽
1
0
月
1
9
日

(水
)・・・
北
千
住
駅
ビ
ル
前
　

▽
1
0月
2
0日
(
木
T

竹
ノ
獗

駅
柬
囗
駅
前
広
場

※
い
ず
れ
も
午
前
1
0時
～
午
後
4

時
。

共
催

足
立
扛
会
保
険
事
務

所
、
東
京
社
会
保
険
協
会
足

立
支
部
、
足
立
社
会
保
険
委

員
会

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舍
・

推
進
佩

眥
瞋
5
1
5
1

こ
ど
も

来
年
4
月
入
園
の

幼
稚
園
児
募
集

◆
区
立
幼
稚
園

募
集
す
る
園

右
下
表
の
と
お

り
応
募
資
格
区
内
在
住
の
4
歳
　

児
(
昭
和
5
9
年
4
月
2
日～
　

叨
年
4
月
1
日
生
)
、
5
歳
児

(
昭
和
5
8年
4
月
2
日
～
5
9
　

年
4
月
2
日
生
)

受
付
曰
時
1
1

月
I
・
2
日
、

午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

受
付
場
所

入
園
希
望
の
区
立

幼
稚
圜

※
募
集
要
項
、
申
込
用
紙
は
、

各
区
立
幼
稚
菌
・
区
民
事
筋
所

・
教
青
委
員
会
で
1
0
月
2
4日
か

ら
配
布
し
ま
す
。

な
お
、
幼
稚
圜
で
の
配
布
は

午
後
1
時
か
ら
3
時
(
土
皿
日

は
午
前
中
)
ま
で
で
す
。

選
考
曰
時

第
一
次
遺
考
(
抽

選
)
は
1
1
月
7
日
に
入
菌
希

望
の
幼
稚
園
で
行
い
ま
す

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
学
亊
第

I
I
*

㈹

◆
私
立
幼
稚
園

受
付
月
日
1
1
‥
月
1
日
か
ら

対
象
3
・
4
・
5
歳
児
(
昭
　

和
5
8
年
4
月
2
日～
6
1
年
4
　

月
1
日
生
)

※
顴
S
は
1
0月
1
5日
か
ら
配
布

し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

各
私
立
幼

稚
園

就
学
時
健
康
診
断

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学

さ
れ
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
。

「
就
学
時
健
康
診
断
」
を
実
施

し
ま
す
。

保
護
者
あ
て
の
通
知
魯
は
1
0

月
1
1日
に
発
送
予
定
で
す
。
指

定
さ
れ
た
日
時
・
場
所
で
忘
れ

ず
に
受
診
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
。
区
立
小
学
校
に
入
学

を
希
望
さ
れ
る
外
国
人
り
方

は
、
印
か
ん
と
お
子
さ
ん
の
外

国
人
登
録
証
明
柾
を
持
参
し
、

学
事
第
一
佩
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
本
庁
舎
・
保
健
給
　

食
係
ま
た
は
学
亊
第
一
佩
　
`

笛
一
1
1
1
1

㈹

乳
幼
児

す
こ
や
か
相
談

青
児
に
つ
い
て
の
悩
み
や
、

困
つ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
方

に
、
次
の
私
立
保
育
園
で
、
乳

幼
児
健
全
育
虞
相
鮫
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

経
験
豊
窰
な
ベ
テ
ラ
ン
保
母

が
相
鮫
に
c
じ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
鮫
の
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

実
施
保
育
圜
・
相
談
日
▽
興
　

野
保
青
圜
(
西
釿
井
本
町
4
　

-
1
9
-
2
3
昔
謳
3
2
0
　

0
)
;
轟
週
月
・
土
曜
日
　

▽
親
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
　
-
2
9
-
6
a

跏
3
8
6
　
0
)

・
:毎
週
水
・
金
曙
日
　

▽
新
田
保
青
園
(
新
田
2
-
　
1
1
1
0
a
9
1
4
6
4
6
6
)
　

・・・毎
週
火
・
木
暄
日

相
談
時
間
い
ず
れ
も
午
前
9
　

時～
午
後
5
時

柤
談
方
法
電
話
お
よ
び
面
接

問
合
せ
先
本
庁
舎
・
児
童
助
　

嵎
係
霆
`
1
1
1
1
㈹

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

心
身
障
害
児
を
招
待

区
内
の
心
身
障
害
児
の
皆
さ

ん
を
、
バ
ス
で
「
む
さ
し
の
村
」

へ
ご
招
待
し
ま
す

。

日
程
1
0

月
2
3日
(
日
)

対
象

区
内
在
住
の
身
体
障
客

児
と
保
護
者

申
込
期
限
1
0

月
1
5日

申
込
先

足
。立
区
戝
体
不

自

由
児
者
父
毋
の
会
(
笠
原

魯
頤
4
2
0
3
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
障
害
福

祉
課
S
8
8
2
1
1
1
1

㈹
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便利な口座振替を
ご利 用ください

口 座振替おすすめ月間
特別 区・都民 税、国 民健康
保険 料、国民年金保険料

区
で
は
、特
別
区
・
都
民
税
、

国
民
健
康
保
険
料
、国
民
年
金
保

険
料
の
口
座
振
醤
を
お
す
す
め
し

て
い
ま
す
。特
に
1
0
月
1
日
か
ら

1
1
月
3
0
日
ま
で
を
口
座
概
s
お
す

す
め
月
間
と
し
て
、
申
し
込
み
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
納
期
の
進
う
特
別

区
・
都
民
税
や
保
険
料
で
す
が
、

一
度
口
座
振
蟄
の
手
続
き
を
す
る

と
、
納
期
日
ご
と
に
自
勳
的
に
納

入
さ
れ
る
の
で
、
時
間
や
手
聞
が

は
ぷ
け
、
焉
金
を
持
ち
歩
く
必
竇

も
な
く
安
心
で
す
。

申
込
方
法

預
金
通
帳
と
通
帳

印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
S
を
持

つ
て
、預
金
囗
座
の
あ
る
銀
行
、

信
用
金
庶
、信
用
組
合
、晨
協
の

窓
囗
ヘ

問
合
せ
先

▽
特
別
区
・
都
民
税

・
:納
税
課
整
理
係

酋
鵺
5
1
　
0
1

▽
国
民
健
康
保
険
料
・
:

国
民
僵
康
保
険
課
収
納
籥
理
佩

き
跏
5
1
3
3
▽
国
民
年
金

保
険
料
・
:
国
民
年
金
課
保
険
料

係
e

貘
5
1
6
1
(

い
ず
れ

も
中
央
本
町
庁
舎
)

内
職
者
を
お
求
め
の
事
業
主

の
方
ヘ

轍
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は

内
職
や
パ
ー
ト
の
求
人
・
求
職
の

紹
介
・
あ
つ
旋
業
務
を
行
つ
て
い

ま
す
。

最
近
、
内
職
の
仕
事
(
特
に
簡

単
な
手
仕
事
)
が
少
な
く
内
職
を

希
望
す
る
人
に
十
分
5
え
ら
れ
な

い
状
況
で
す
。
事
業
主
の
方
で
、

家
庭
で
出
来
る
簡
単
な
手
仕
亊
な

ど
、
内
職
に
適
し
た
仕
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
就
職

を
希
望
す
る
人
の
職
業
相
談
・
紹

介
も
行
つ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

鳩
所
・
問
合
せ
先

職
業
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
(
綾
瀬
1
-
3
4
1
　
7
-
1
0
2

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
内
　

登
讎
3
5
8
4
)

愛
犬
家
・
愛
猫
家
の
皆
さ
ん
ヘ

最
近
、
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

捨
て
犬
・
捨
て
猫
の
苦
嘴
が
た
く

さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

捨
て
犬
・
捨
て
猫
防
止
の
た
め

足
立
区
獣
医
師
僉
か
去
勢
・
避
妊

手
術
を
'
K
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
S

用

上
資
の
と
お
り
。

対
象

生
後
6
ヵ
月
以
上
、
体
ま

2
0㌔
愕
未
満
の
犬
・
猫
(
そ
れ

ぞ
れ
先
櫞
5
0頭
)

申
込
方
法

封
S
に
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、
犬
・
猫
の
別
、
性

別
を
配
入
し
、
叨
手
付
き
返
信

・用
封
筒
を
同
封
の
こ
と

申
込
期
限
1
0
月
1
5日
灣
印
有
効

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
防

疫
指
導
係
(
〒
1
2
0
千
住
1
-
4
　
1
1
8

き
8
8
2
1
1
1
1㈹)

犬猫の去勢・避妊手術料

食生活改善月間
10月1 日～31日

朝食の時間を
つくりましょう

1
日
3
0種
類
(
3

食
そ
れ
ぞ
れ
m

一
種
)

の
食
品
を
組
み
合
わ
せ
て

バ
デ
エ
テ
ィ
ー
に
冨
ん
だ
献
立
づ

く
り
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

朝
食
ぬ
き
の
方
は
、1
日
2
食

で
3
0
種
頬
の
食
品
を
取
る
の
が
難

し
く

、
皮
下
脂
肪
が
つ
き
や
す
く

な
る
の
で

、
特
に
食
生
活
を
見
廈

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
生
活
に
関
す
る
相
談
は
、
保

健
所
・
保
健
相
談
所
の
栄
養
士
ま

で

。

・

食
生
活
改
普
記
念
糲
演
会

曰
時
1
0

月
2
8日
(
金
)
、
午
後
1
　

時
3
0分
～
3
時
3
0分

場
所

中
央
本
町
保
健
相
談
所

テ
ー
マ

「
こ
こ
ろ
の
時
代
と
食

生
活
」

※
パ
ネ
ル
展
示
と
わ
が
蒙
の
栄
養

便
利
帳
の
配
布
が
あ
り
ま
す
。

申
込
力
法

電
話
予
約

申
込
・
間
合
せ
先
足
立
保
健
所
　

e
s
4
1
5
1

休
園
の
お
知
ら
せ

次
の
公
園
が
。
改
良
工
事
の
た

め
一
時
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

▽
谷
在
家
公
圜
(
1
0
月
～
6
4
年
　

3
月
)
▽
興
本
公
圜
(
扣
月
～
　

6
4年
2
月
1
5日
)

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
、公

菌
管
理
佩

魯
翻
5
2
6
1
　

老

人
給

食

サ
ー
ピ
ス
実
施

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
協

力
を
得
て
、6
5蔵
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
世
帯
で
紿
食
を
必
要
と
す

る
方
に
月
2
回
昼
食
を
配
食
し
ま

す
。

R
用
1

食
S
円

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
社
会

福
祉
協
鵬
僉
(
・
。8
8
2
1
1
1
1
　

㈹
)
・
西
纉
瀬
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ホ
ー
ム
(
S
禊
8
5
1
0
)

10 月10 日は

目の愛護デー

眼
の
威
長
は
、
青
年
期
ご
ろ

ま
で
続
き
、
そ
の
成
長
に
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
た
睥
。
近
視

や
還
視
な
ど
の
屈
折
冥
常
が
お

こ
り
ま
す
。

子
ど
も
が
、
テ
レ
ピ
に
近
づ

い
て
見
る
、
ま
ぷ
し
が
る
、
目

を
紹
め
る
、
横
目
づ
か
い
に
見

る
、
頭
を
煩
け
て
見
る
な
ど
の

仕
蕈
が
あ
れ
ぱ
薺
注
意
。

大
人
で
は
、
近
ご
ろ
何
と
な

く
物
が
見
つ
ら
い
と
い
う
時

は
、
必
ず
し
も
老
眼
の
せ
い
ぱ

か
り
で
は
な
く
病
気
が
曝
れ
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

特
に
4
0
歳
か
ら
は
、
眼
の
定

期
椣
診
を
受
け
ま
し
'
よ
う
。

日
常
生
活
で
は
'
K

の
事
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
適
切
な
照
明
を
エ
夫
す
る

▽
正
し
い

娶
勢
で

物
を
見
る

(
テ
レ
ビ
は
2
～
3
む
以
上

離
れ
て
見
る
こ
と
)

▽
長
時
間
の
読
書
や
車
の
運
転

は
、
1
時
間
ご
と
に
1
0分
の

休
み
を
と
り
、
遠
く
の
景
色

な
ど
を
眺
め
る

▽
眼
の
筋
肉
は
、
体
の
中
で
最

も
デ
リ
ヶ
I
ト
な
筋
肉
で
体

の
疲
労
に
よ
っ
て
も
眼
に
表

わ
れ
ま
す
。
十
分
な
睡
眠
を

と
る
な
ど
体
の
休
養
に
男
め

ま
し
ょ
う

間
合
せ
先

本
庁
舎
・
保
健
予

防
係

酋
8
8
2
1
1
1
1
㈹
　

な
お
、
目
の
愛
護
デ
ー
「
眼

料
健
康
相
談
」(無
料
)
が
次
の

と
お
り
行
わ
れ
ま
す

。

曰
時
1
0

月
1
0日
(
月
)
、
午
前

1
0時
～
午
襃
4
時

蝿
所

新
宿
亰
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
プ
ラ
ザ
ナ
ー
ド

問
合
せ
先

東
京
都
眼
科
医
会

酋
3
5
3
8
3
8
3

みんなの健康
足 立 保 健 所 　855- 4151
干 住 保 健 所 　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　606- 4171
中央本町 保健 相談所 　880- 5351

掲示
板

◆
家
内
労
働
「
傷
病
共
済
制
度
」

の
申
込
み
受
付
中

1
0月
1
日
か
ら
、
次
の
方
を

対
象
に
鍔
気
や
ヶ
ガ
で
仕
事
が

で
き
な
く
な
っ
た
場
4
】、
共
済

金
が
支
払
わ
れ
る
制
度
が
都
で

始
ま
り
ま
し
た
。

対
象

灣
1
5朧
か
ら
6
9歳
ま
で

の
専
業
的
覃
内
労
働
者
、
従

業
員
4
人
以
下
の
製
造
業
を

営
む
個
人
s
業
主
お
よ
び
そ

の
家
族
従
事
者

申
込
s
配
布
場
所

本
庁
舎
・

勦
労
者
対
策
佩

霆
`
1
1
1
1
㈹

申
込
み
先

髯
柬
亰
都
勤
労
福

祉
協
会
(
〒
1
6
2新
宿
区
神
楽

河
岸
―
-
1

酋
2
6
8
7
9
5
　
1
)

問
合
せ
先

郡
・
労
働
経
済
局

覃
内
労
I
係
登
2
1
2
5
9
7
5

◆
在
宅
・
神
経
難
病
の
方
へ
　

足
立
区
医
師
会
で
は
、
筋
萎

綰
足
・
筋
無
力
屁
・
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
な
ど
の
難
病
の
方
な
ど

を
対
象
に
次
の
よ
う
な
診
康
・

相
談
を
行
い
ま
す
。

▽
在
宅
難
病
患
者
防
問
診
療

難
鍔
で
寝
た
き
り
な
ど
で
歩

行
困
難
の
た
め
受
診
で
き
な
い

方
に
専
門
医

、
主
治
医
、
保
健

婦
な
ど
に
よ
る
訪
問
診
療
を
行

い
ま
す

。

日
時
1
0

月
I
昭
和
6
4年
3
月

ま
で

▽
第
4
回
神
経
難
病
の
検
診
と

相
談神

経
難
痾
の
方
、
あ
る
い
は

こ
れ
ら
の
疑
い
の
あ
る
方
を
対

象
に
専
門
の
医
師
が
椣
診
と
相

鮫
を
行
い
ま
す
。(脳
卒
中
は
対

象
外
で
す
)

※
保
健
相
談
も
行
い
ま
す
。

定
員
5
0

人
(
申
込
順
)

日
時
1
0
月
1
6
日
(
日
)
午
前
　

9
睥
3
0
分
～
午
峻
3
時

場
所

足
立
保
健
所

い
ず
れ
も

費
用

無
料

申
込
力
法

往
榎
(

ガ
キ
に

「
在
宅
難
婀
息
者
防
問
診

療
」
、「
難
祠
検
診
」の
別
、
住

所
、
氏
名

、
生
年
月
日

、
電

話
番
号
、症
状
を
配
入
。(「
在

宅
難
軻
愚
者
防
問
診
療
」
希

望
の
方
は

、
主
治
医
の
鰐
院

名
も
記
入
)

申
込
期
眼
1
0

月
1
1日

申
込
・
問
會
せ
先

足
立
区
医

師
会
(

〒
1
2
0千
住
仲
町
1
4
-
　
4

き
8
8
1
9
8
6
1
)

◆
1
0月
は

「
高
年
齢
者
雇
用
促

進
月
間
」
で
す

高
年
齡
者
を
対
象
に
求
人
・

求
職
者
の
皆
さ
ん
に
対
し

、
出

彊
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時
1
0
月
1
7
日
(
月
)
、午
浚
　

1
時
～
4
時

婦
所

西
新
井
苛
年
館

問
合
せ
先

足
立
公
共
職
業
安

定
所
e
8
8
2
1
2
8
7

㈹

◆
公
開
講
座
「
古
文
書
の
読
み

方
入
門
」

日
時
1
1
月
5
・
1
2・
1
9日
、

午
後
2
時
～
5
時

塲
所

都
立
江
北
高
等
学
校

対
象

郡
民
お
よ
び
保
護
者
の

方
定
員
3
0
人

R
用

無
料

申
込
方
法

所
定
用
紙
を
匱
接

窓
囗
へ

申
込
期
聞
1
0
月
1
7
～
2
1
日

問
合
せ
先

都
立
江
北
高
等
学

校

魯
脚
3
4
1
1

◆
1
0月
は
「
労
働
保
険
適
用
促

進
強
調
月
間
」
で
す

労
働
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
事
業
主
の
方
は
、安
定
所
、

監
齏
s
、区
内
労
働
保
険
事
筋

組
台
に
ご
相
談
の
う
え
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
足
立
公
共
職
業
安
　

足
所
(
a
8
8
2
1
2
8
7
㈹
)
　

ま
た
は
足
立
労
働
基
準
監
譽
　
s

(酋
8
8
2
1
1
8
7㈹)

ひ

ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業

、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
着
付
無
料
講
習
会
1
0
月
2
2

日
(
土
)
、午
後
1
時
3
0
分
I
3

時
3
0
分
/
梅
田
セ
ン
タ
ー
/
毋

と
子
ど
も
2
0
組
/
▽
中
壇
内

酋
8
8
4
7
0
5
1

☆
無
料
体
力
測
定
1
0
月
5
～

1
1
‥
日
、
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
/

ス
ペ
ー
ス
ア
ル
フ
ア
ー
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
(
竹
の
塚
2
-
9

-
1
2
)
/
▽
久
保
啻
剔
0
3

☆
七
五
三
着
付
無
料
講
習
会
　

(
ふ
く
じ
ゅ
会
)
1
0
月
1
5
日

(
土
)
、
午
後
1
時
3
0
分
～
4
時
/

勦
労
福
祉
会
館
/
先
善
2
0
組
　

(
普
物
一
式
持
参
)
/
▽
板
越
　

a
巍
2
8
1
6

☆
盆
栽
と
園
芸
の
展
示
会
1
0

月
1
5
～
1
7
日
、
午
前
1
0
時
～
午

後
5
時
(
1
5
日
は
正
午
よ
り
、

1
7
日
は
午
唆
3
時
ま
で
)
/
足

立
農
s
/
僉
期
中
先
着
5
0
人
に

臘
勧
進
呈
/
▽
眷
日
#
a
訟

☆
バ
ザ
ー
1
0
月
3
0
日
(
日
)
、

午
前
1
0
時
3
0
分
か
ら
/
江
北
四

丁
目
パ
ン
ダ
公
菌
/
贈
答
品
・

雑
貨
・
衣
類
の
提
供
を
お
願
い

し
ま
す
/
▽
ひ
ま
わ
り
共
同
保

膏
園

豐
8
9
8
6
1
8
3

=
募

集
=

☆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
(
I
)
毎

週
月
曜
日
、午
前
1
0
時
～
1
1
肪
/

エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
/
ビ
ギ
ナ

ー
ク
ラ
ス
/
▽
佐
康
a
s
2

☆
硬
式
テ
ニ
ス
部
員
(
ゴ
ー
ル

エ
ス
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
)
毎
凋

土
・
日
曜
日
/
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
/
1
年
以
上
の
経
験

者
/
月
額
2
千
円
/
▽
小
吹

酋
Ⅲ
4
3
9
5
(

夜
間
)

☆
ハ
ン
グ
ル
・
サ
ー
ク
ル
毎

週
火
曙
日
い
午
悛
7
時
～
9
時
/

江
北
セ
ン
タ
ー
/
韓
国
語
を

朷
歩
か
ら
勉
強
し
ま
す
/
月
額

3
千
円
/
▽
正
野
き
8
9
9
7
6

☆
ジ
ャ
ズ
リ
ズ
ム
体
操
毎
週

水
曜
日
・
・
‘
午
後
2
時
～
3
時
3
0

分
、木
曜
日
・
;
午
前
1
0
時
I
u

時
3
0
分
・
午
後
7
時
～
8
時
3
0

分
/
水
暄
日
…
朝
日
信
用
金

摩
、木
躍
日
…
太
陽
信
用
金
廈

千
住
支
店
/
入
会
金
2
千
円
、

―
回
瞋
円
/
▽
平
山
昔
砌
4

☆
社
交
ダ
ン
ス
(
足
立
東
ダ
ン

ス
ク
ラ
ブ
)
毎
週
土
曝
日
、

午
後
7
時
3
0
分
～
9
時
3
0
分
/

中
川
集
会
場
/
中
級
ク
ラ
ス
、

特
に
觀
技
会
に
興
味
あ
る
方
/

月
頷
2
千
5
0
0
円
/
▽
山
本
豐

m
1
4
1
5
(
午
後
6
時
～
9

時
)
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職員 といっしょに

自治を考えましょう

足立区自治体大学

「
足
立
区
自
治
体
大
学
跂

、区

民
の
方
と
職
員
が
同
じ
場
で
自
治

の
あ
り
方
を
考
え
る
講
座
で
す
。

日
程
・
内
容

左
喪
の
と
お
り

場
所

足
立
区
職
員
研
修
所
(
無

料
)

定
員
5
0
人
程
度
(
抽
遍
)

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齡
、
電
話
番
号
、
講
座

名
を
明
配
(
全
講
座
希
望
の
場

台
は
「
全
」
と
配
入
)

※
講
座
は
い
く
つ
で
も
申
し
込
め

ま
す
。

申
込
期
限
1
0
月
1
5日
消
印
有
効

申
込
・
閥
合
せ
先

足
立
区
職
員

研
修
所
(
〒
圀
綾
瀬
2
1
3
0
-
　
6
a

唹
8
8
4
1
)

足立区自治体大学

土 曜 日14: 00 ～17: 00

平 日18: 30 ～20: 30

※ 講 座 期 間 中 にお け る 受 講 講 座の 変 更 も 可 能 で す 。

消費者学級

お
米
と

日
本
農
業
を

考
え
る

最
も
大
切
な
食
ぺ
匐
の
一
つ
で

あ
る
「
米
」
と
「
日
本
の
晨
業
」

に
つ
い
て
、
あ
な
た
も
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

稠
費
者
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
分

か
り
や
す
く
解
脱
し
ま
す

。
お
気

經
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

曰
程
・
内
容

▽
1
0月
2
5日
(
火
)
　

…
お
米
を
考
え
る

▽
1
0月
2
6
　

日
(
水
)
・・・
こ
れ
か
ら
の
日
本
農

業
※
い
ず
れ
も
、午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0分
。

場
所

消
W
壜
セ
ン
タ
ー
研
修
室

(無
料
)

定
員
s
人
(
先
着
順
)

申
込
方
法
1
0
月
6
日
か
ら
電
話

予
約

申
込
・
問
合
せ
先

消
費
者
セ
ン

タ
ー

酋
鵺
5
3
8
5

女
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

ア
グ
ネ
ス
論
争
の
問
題
点
を
探
る

婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎

月
―
回
、
各
界
で
活
躍
中
の
ゲ
ス

ト
を
招
き
、交
既
の
「
ひ
ろ
ば
」

つ
く
り
を
目
拑
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、ア
グ
ネ
ス
齢
争
の
問

題
点
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

曰
時
1
0
月
2
0日
(
木
)
、午
後
6
　

時
匐
分
I
8
時
匐
分

場
所

婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
助
・
在
学

の
方

ゲ
ス
ト

宮
淑
子
(
フ
リ
ー
ジ
ヤ

I
ナ
リ
ス
ト
、
最
新
著
s

「
女

な
ん
て
い
や
!

」
)

申
込
方
法

電
話
、
廈
接
窓
囗
、

(
ガ
キ
(
住
所
、氏
名
、年
齡
、職

業
を
明
記
)
の
い
ず
れ
も
可

申
込
・
問
合
せ
先

婦
人
総
合
セ

ン
タ
ー
(
〒
1
2
3梅
田
7
-
3
3
-
　
I

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
内

e
鵺
5
2
2
2
)

第20期区民大学受講生募集

豊かさとゆとり
くらしに真の

豊かさを求めて

日
時
・
内
容

下
表
の
と
お
り

会
場

竹
の
褫
社
会
教
育
館
(
無

料
)

対
象

区
内
在
住
・
在
勦
の
吹
人

の
方

定
員
8
0
人
(
抽
遍
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
庄

所
、
氏
名
、
年
齡
、
職
業
、
電

話
番
号
、「
区
民
大
学
応
募
」と

明
配

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
文

化
振
輿
g
(
l
l
-
S
千
住
1
-
4
　
-
1
8

酋
8
8
2
1
1
1
1
㈹
)

第20期区民 大学日程

※ いずれも午後6 時45 分～8 時45 分

情

報 コ ー ナ ー

第38回 足立区文化祭
さわやかな秋を いろどる第38回足

立区 交化祭を 闃催します。
l g 匣の皆さ んの力作をご 鑑賁くだ

さい。
蝿所 西新丼区l 瓩ホール
曰程c>日本圓・盆最展・・・10月13日　～

16日c>手芸・写真展… 1【】月19　
日～23日【>洋冒・彫跟盾… 10月　
26日～讀】日

睥間いずれも、午前1( l 脚～午後6　
時

※ そのほか、11月27日まで区 内数カ
所 の会 場で。文化祭の催しを閧きま
す。くわしく は、今後のr あ だち広
報j でお知らせし ます。
鬨合せ先 本庁合 ・文化振 興係
0882- 1111 ㈹

区内施設めぐり
区内 の公 共篦設。 名所をバ スで巡
つてみませ んか。
曰理10 月26 日( 水)
集 合場所 ・時間 本庁舎( 千住) 鵤、
午前8 時20 分
見学先 中 川処琿丿矗、 郷土 禅物館。
花畑 記念 庭圜、 見沼代 鵯水公圜、
郡市農 業公● 、 西新井大師

定 員a 〕人( 先魯順)
費用 じ>観光 諂会会 員… 1, 500 円
c>会 員以 外・・・2, 0001円( い ずれも 昼
食付)

※ 費用 は当 日お 支払いく ださい。
申 込方法 電話予釣( 住所、氏 名、
電 話番号、会 員・非会 貝の別を 言
つてく ださい)

受付 開始10 月6 日
申 込・問 會せ先 足立区 観光 協会事
薦屆( 中央本町庁合・ 経済● 内) 　f 18a

〕i―519t

お気軽にご利用ください

交通 事故 相談

日時日噎日・祝日を除く毎日、午　
前9時～午後4時( 土摧日は正午)
内容 示談方法・棡害額積算・保険
閲係など

住宅修繕等相談

住まいの増改築などのほか、ちょ
つとした修繕でもお気軽にご利用く
ださい。区カi窓口になり、足立区住
宅相談センター(区内建簗業者団体)
へ、施工業者のあっせんを依頼しま
す。
申込方法 電話
問合せ先 両相談とも本庁舎・R 悳
相MS0882 ―1111㈹

(財)足立区コミュニテイ
文化・スポーツ公社

職 員 募 集
試 驗日r> 第 一次 試驗 … H 月12 日
( 土) D 第二 次賦 驗… 12月 上旬

課用 予定畤期64 年4 月1 日以 降
募集 人員 若干名
応募資 格 社会教育 主事または司 ●
の有 賚格者、大学 または短大( 専
門学校を含む) 本で 社会体 青を 修
学した方 じ>短大・専門学校卒・・・
フn麈以上24鐓耒満 じ>大学卒… 22　
鑽以上26畿禾渦( 64 年4 月1 日現
在)

応募力法 申込● ( 自盡、写真添 付) 　
ほか写真2 枚を直接窓 囗または郵
送

晩明会10 月15日( 土) 午後2 時か
ら総合スポーツセンター

応募期間10月15日～31日
応莠・問合せ先 抛足立区コミ ュニ
テ ィ文化・スポーツ公社搬務飃
*1859- 8211

長 寿講 座開 催

心のふれあう
長寿社会をめざして

場所 竹の瞿社僉教膏館( 無料)
定員3a 〕人( 6n 鱶以上)
申込・問合せ先 杠会福祉協議会
a888- 1550

珠算競技大会
曰時11 月13日( 日) 、l >小学生全学
年の邵… 午前8 時30 分醺場c> 小
学4 年生以下の部、中学a Ξの邵。
高校・一般の部・・・いずれも、午後
12畤; 頁}分鬨s

墻所 本庁合7 階大会飆室
対象 区内在住・在学・在勦の方
申 込力法c> 小・中 学生・‥ 学校・皇
の団 体申し 込みc> 高校生・一般
… 廱接窓 口へ

※ 申 込用紙 は膏少年 佩にあり ます。
申込期頡10 月22 日
申込・問 合せ先 本吁治 ・青少年 佩
魯882- 1111 ㈹

延期になりました
しまね園祭

10月8 日から16日に行う予定でし
た「しねま菌祭」は、鄒合により延
期となりました。
日程は決まりしだい、今後の広報
紙でお知らせします。
問合せ先 しまiコ・1*885 ―4601

区民オーケストラ団員募集

足立又匣オーケストラでは、より
質の高い音楽を区民の皆さんに聞い
ていただくために、練習を重ねてい
ます。
あなたも区民オーケストラに参加

してみませんか。
募集パート 主にバイオリンなど弦
部門、その他の部門も可

問合せ先 コミュニティ文化・スポ
ーツ公社文化事業課
1*880―5211

手づくりいかだレース

日睥10 月16日( 日)、午後1 時から
(愚天の・ 向は23日)

場所荒J 11の西釿井構～千住釿橋関　
約1 丶f i ( 参加費無科)
柬足立区背年団体連絡協朧会・足立
区数青委員会共催。
申込・問合せ先渡辺( 0853―016　
6) または=田( 昔8800( 151) 、い　
ずれも午後7時～9時
※ 安全面巖優先のため、延期または
中止になる場合があります。

天体観望会
天体望遠鏡を使つて、月や慝單を
観望します。
日時10月18日( 火) 、午後6時30分　～

8時30分( 雨天、曇天の場合は
19日に膈柾丶
場所 歓育センター
対象16 歳以上の在僅・在勦の方( 15　
鑽以下の方は、保霞者同伴ならぱ
参加できます)
申込方法 廈接会場へ
問會せ先 教青センター
酋850- 8! X) 1

救急法講習会
日時11月7日～17日( 12・13日を　
除く9日間) 、午前9時～正午

場所 梅田センター第1 研笹 室
対釐 区内在住・在勦・在学の方
定員60 人( 抽遵)
費用 教材賢は実費
申 込方法 往復ハガ キに住所、氏名、
生年月日、電話 番号、〔救急法講習
会j と明配

申 込期 限10 月20 日必4
申 込・問 合せ先 本庁舎 ・体胄振興
係 〒l a 〕 千住1- 4- 18
0882- 1111 ㈹

きみもおいでよ!
自然山盛りの塩原ヘ

塩原林間学園一般利用

クラプの合宿、葷族旅行、レジャ
ー、保養の場として、塩原林間学圜
をご利用ください。
利用期間11月1日～64年4月5日　
まで( 年末年始を餘く)
利用できる方 区内在住・在勦の方
を主とした2 人以上のグループ
(未呱年者のみの利用はできませ
ん)
唯鹸使用料金 大人1, 71x)円、子ども
6{ xFI、3歳以下無料( 部塵は25畳
5 部膕あります)

食事科金 大人1, 7cxFI、子ども匯x) 　
円、屎食5( xFI ( 希望の方)

申込カ法10 月24日から● 話・窓口
予約{ ただし、利用する5 日前ま
で}

申込・胃會せ先 冰庁舎・学務第二
課振興m*1882 ―1111(代)

足立区中学校
ブラスバンド演奏会
区内の昭和63年度東京 都中学校吹

奏楽コンクール上位入賞校が、皆さ
んに、しヽ温まる感勳をお届けします。
お誘いらわせのうえ、ぜひおいで

ください。
日時10月22日( 土) 、午後1時30分　～

5睥
堤所 文化会 鱈( 無料)
出演校 区立中学校12校と足立吹奏
楽団

間合せ先 本庁舎 ・学校経理佩
0882 ―1111( 代)

第41回 区民体育大会バドミントン参加者募集
曰理・ 墻所 ・竸技 ● 目t >10 月30 曰
( 日) 、総合スポーツセンタ ー。ダプ
ルス…男 女とも にA( 自由) ・B( 初
心壗) ・C( 壮年) の留
C>11月6 日旧) 、東和体膏飼、シン
グ ルス…男 女とも にA( 自由3 ・B　
(初 心者) の廊

※ い ずれも午前9 時 から。

参加資格 区内在住( 中学・高校生を
除く) ・在匐の方およびS 会会員
費用 じ>シングルス1 人1, 000円じ>ダ
プルス1 組1, 6( X)円
申込方法 置接申込先へ賢用持参
申込期限 各大僉10日前
申込・間合せ先 ツバメヤスポーツ店
千住3 ―190888 ―8331

M. N. T. 235, 000


